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論文内容の要旨

(目的)

ゆ 80ファージは A 型のバクテリオファージであり，後期領域では A ファージと DNA 相向性が高く，

遺伝的にも相補しうるが，初期領域では相向性が低く，他の A 型ファージと異なるいくつかの独特な特

徴を持つ。例えば， φ80は他の A 型ファージが増殖できない大腸菌 nus 変異株で増殖する o À ファージ

が nus 変異株で増殖できないという機構は次のように考えられている。 A ファージのほとんど全ての遺

伝子は PL ， PR という左右異なった転写方向をもっ 2 つの promoter から読まれているが，所々に

terminator があり，転与を終結させている。その転写終結を A ファージのN蛋白が打破することによ

り，転与の時間的な調節を行なっている。つまり，次の図のようになる。
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N蛋白が nutL , nutR site 'c.結合すると， terminator tL , tR をのり越える機能が生まれる。この

N蛋白の機能に A の場合は大腸菌の nus 遺伝子を調べる乙とが A 型ファージの遺伝的制御により深い知見

を得られると考え，これらを同定した。

(方法と成績)

φ80初期領域の BamHI 断片 9.2 kb 内 K CI immunity 領域が含まれている口その 9.2 kb 断片をpBR

322 ，c.組みこんだ組み換えプラスミド pAS02 を作成した。 pAS02 から種々のサブクローンを作成した

と乙ろ，cI領域を失なったプラスミドのうち， c 1 represser をもっ Ø80溶原菌には導入できるが， cI 
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represser をもたない大腸菌には導入できない killing effect をもっクローンを得た口乙の現象は cI

represser の制御を受け， c 1 の左に位置することより ， � 80の PL 領域により引き起こされるものと考

えられる。そこで，乙の現象を示すゆ 80の EcoRI-PvuII 断片 1777bp の一次構造を決定した。 乙の

DNA の一次構造より， terminator 及び nut L site と考えられる領域を pDR720: Ptrp galK の

trp promoter と galK 遺伝子の聞に挿入し， pTLl: Ptrp tLl galK , pAT21: Ptrp ñti1L tLlgalK, 

pAT22: Ptrp nutL tLl galK という組み換えプラスミドを作成した。また， N遺伝子を含むと考えら

れる断片を単離し 1ac UV 5 promoter の下流につないだプラスミド pRNl を作成した。 乙れらのプ

ラスミドを組み合わせて galKーの大腸菌に導入し，各々のトランスフォーマントにおいて， galK の発現

を測定した口その結果， pTLl では 95 箔以上の転写終結が見られ， pAT21 と pRNl を組み合わせた時は，

pAT 21 単独の場合より 13.6 倍強く galKが発現する抗転写終結活性を示した。そのことより，各々の

断片に tL terminator , nutL site が存在し，こ乙 iζ導入した遺伝子は，抗転写終結活性をもっN遺伝

子であると結論できる。

(総括)

� 80ではN遺伝子の変異ファージは報告されておらず，従来の遺伝学的手法では，この遺伝子を同定

する乙とは困難であった。遺伝子組み換えの手法により，今回初めて φ80の N遺伝子並びに:gutL site , 

t L 1 termina tor を同定した。 ø 80の nutL と考えられる領域にも大腸菌の nusA 蛋白と関係するBoxA

sequence と考えられる配列がみられた。この乙とは， φ80の抗転写終結活性で，大腸菌の nusA 蛋白

の関与が示唆される。しかしながら ， Ø80は nusA 変異株で増殖できる。このことより， ゆ 80では N と

nusA の相関が A のものとは異なった形で行なわれているか， nusA 以外の大腸菌の遺伝子産物がBoxA

K関係し働くかもしれないと考えられる。

今回のゆ 80の N ， nutL の同定を基礎とし ， À 型ファージの抗転写終結機構の解明に近づけると考える。

論文の審査結果の要旨

ラムダファージのN蛋自による抗転写終結活性は大腸菌の Nus 蛋白と深くかかわっており， ラムダフ

ァージは大腸菌 nusA 変異株では増殖できない。しかしゅ 80は乙の変異株で増殖できる。この乙とよりゅ

80の N遺伝子を同定するととは，きわめて重要なととである。 Ø80の N遺伝子ならびに nutL site , tL 1 

terminator の同定が本研究で初めてなされた。本研究はN蛋自による抗転写終結の機構を明らかにして

いく基礎となる重要な研究であり，博士論文として価値あるものと認める。
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